








臨床的、組織学的に対照的な二つの原発性糸球体疾患、リポイドネフローゼと膜性腎症に

ついて免疫遺伝学的背景においても相異があるかどうかを明らかにするために HLAsystem

を検討した。その結果、前者が DRw8と DQw3、後者が DR2 と DQw1 に強く相関し、HLA 上も

対照性を示すことが明らかにされた。このことはそれぞれの疾患感受性因子がそれぞれ異

なった免疫応答ないし抑制遺伝子と連鎖している可能性を示唆しているものと考えられた。 


